
夏まるかじりツアー 
8 月 6 日（木） ～ 8 月 8 日（土） 

IN 兵庫県立兎和野高原野外教育センター 

 午前 午後 夜 

１日目 施設に向け出発 レクリエーション大会① 名札づくり① 

２日目 野外炊飯 水鉄砲大会 レクリエーション大会② 

3 日目 清掃・名札づくり② 施設を出発・解散  

一日目： 快晴のもと、尼崎に沢山のメンバーが集まりました。バスに揺られ、施設に近づい

てくると、自然が増えてき、キャンプに対するワクワクからテンションも高くなって

きました。施設に到着し、キャンプ場に着き次第、昼食をいただきました。長い間バ

スに乗り、キャンプ場まで歩き、お腹はペコベコです。お弁当を食べてから、午後か

らはレクリエーション大会を行いました。この順位で翌日のカレーの食材が決まるの

で、皆真剣そのものでした。夕飯は食堂で済ませました。美味しいご飯に笑顔と会話

で賑わっていました。夜は名札作りのために丸太切りに挑戦しました。自分達で丸太

を選び、のこぎりを使って切ってみると思った以上に切りづらく、悪戦苦闘されてい

ましたが、友達の手伝いや応援をし、協力されている姿が伺えました。今回はテント

で就寝です。初めての方も沢山おられ、不安な気持ちで寝れなさそうでしたが、一時

すると寝息が聞こえてきました。 

二日目： 朝早くテントの中から元気な声が聞こえて来ました。炊き出しの朝食を食べ終え

ると、メインの活動である野外炊飯です。定番のカレー作りですが、ほとんどのメン

バーが作ったことがないので、とても楽しみにされていました。初めて握る包丁、初

めての火起こし、はじめてのかまどご飯と何もかもが初めてのメンバーにとって、楽

しい事だらけです。火起こしは暑い中、汗をいっぱいかきながらも一生懸命うちわで

仰いでおられました。野菜を切る係は、慣れない手つきでしたが、一つ一つ丁寧に切

っておられたので、怪我なく上手に切り分けておられました。そして、完成したカレ

ーにどのグループからも「美味しい！」という声が聞こえてき、残す事なく完食出来

ました。昼ごろから雨が降ってきたのですが、負けずに雨の中、【水鉄砲大会】を行

いました。試合をやる側はもちろん大興奮でしたが、観戦側も必死に応援されており、

寒さも感じず熱中され、大盛り上がりとなりました。食堂にて最後の夕食をいただく

と体育館にてレクリエーション大会を行いました。リーダーが行うレクリエーション

に、疲れを感じさせないほど元気にはしゃぎ回りました。元気いっぱいの声に会場全

体が地響きが起こっているほどでした。入浴を済ませると、さすがにお疲れが出たの

でしょう、すぐに寝息が聞こえてきました。 

三日目： 朝は少しゆっくりしました。起床後、身支度を整え、寝袋の片付けをしました。

これまでに沢山の協力をしてきたメンバーにとって、まさに朝飯前でした。朝食は牛

乳パックを使って、【パックサンド】を作りました。キャンプでしか食べることの出

来ない食事に、皆楽しそうに作り、口いっぱいに頬張っておられました。2つ目を食

べるメンバーもおられ、お腹いっぱいになりました。残りの清掃を終えると初日から

作り続けている名札を完成させます。丸太を切ると歓声が沸き起こり、一体感を感じ

ました。どのグループもとても素敵な名札が完成し、とても誇らしげに首から下げて

おられました。昼食を食堂で済ませると、ついにキャンプ場とお別れです。元気な声

で御礼を伝え、出発しました。帰りのバスでは疲れて休まれている方、DVDを楽し

まれている方、談笑されている方と、思い思いのもと過ごされていました。尼崎に到

着し、お迎えに来ていただいた親御様を見ると、緊張が緩んだのでしょう、ドッと疲

れがきたようです。本当にお疲れさまでした。 

 

＜キャンプ総括＞ 

 

この状況下にも関わらず、沢山のご参加をいただき、心より嬉しく思い、御礼を申し上げます。普段、あまり外出が

出来ない状況だからこそこうしてキャンプにご参加いただける事を十分に周知した上で、いつも以上に盛り上げ、最

高の思い出を作っていただこうと考えておりました。ゆえにリーダー達にはいつも以上にテンションを上げ、盛り上げ

るよう指示を出し、「いつでも、どこでも楽しむ」事を目標に進めました。メンバーの皆さんはその想いにすぐに応え

ていただき、大盛り上がりで三日間を過ごすことが出来ました。我々が求める以上の結果を出していただける参加

者皆様の【パワーと情熱】に改めて触れることが出来、これからももっと良いものをお贈りしようと思いました。度重

なりますが、本当にご参加いただき、ありがとうございました。                        （竹中 哲郎） 


